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文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、

人
生
を
農
か
に
す
る
う
え
で
大
き
な
力
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
の
一
層
の
振
興
を
図
り
、
文
化
を

大
切
に
す
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
一
三
年
末
に
成
立
し
た
文
化

芸
術
振
興
基
本
法
、
平
成
一
四
年
―
二
月
に
閣
議
決

定
を
行
っ
た
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
」
を
踏
ま
え
、
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
予
算
で
は
、
「
心
豊
か
で
元
気
の
あ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
『
文
化
力
』
の
向
上
」
を
図
る
こ
と

と
し
て
、
「
日
本
映
画
・
映
像
」
振
興
プ
ラ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
文
化
芸
術
創
造
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

対
前
年
度
一
三
億
円
（
一
・
三
％
）
増
の
総
額
一
〇

一
六
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
を
生
み
出
す
源
泉
は
、
芸
術

家
や
芸
術
団
体
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
創
造
活
動

層
日
本
映
画
の
振
興
に
取
り
組
む
べ
く
、
本
年
度
予

算
で
は
、
①
魅
力
あ
る
日
本
映
画
・
映
像
の
創
造
、

②
日
本
映
画
・
映
像
の
流
通
の
促
進
、
③
映
酉
・
映

像
人
材
の
育
成
と
普
及
等
支
援
、
④
日
本
映
画
フ
ィ

ル
ム
の
保
存
・
継
承
を
柱
と
す
る
「
『
日
本
映
画
、
映

像
』
振
興
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。ま

た
、
我
が
国
唯
一
の
映
画
機
関
で
あ
る
東
京
国

立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
場
と
し
て
「
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

m伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
事
業

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
土
・
日
曜

日
な
ど
に
お
い
て
、
学
校
、
文
化
施
設
等
を
拠
点
と

し
、
茶
道
、
華
道
、
日
本
舞
踊
、
伝
統
音
楽
、
郷
土

芸
能
な
ど
を
計
画
的
・
継
続
的
に
体
験
・
習
得
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
な
ど
を
行
う
。

地
域
に
お
い
て
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
祭
礼
行

事
、
民
俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
等
の
個
性
豊
か
な
伝
統

文
化
の
継
承
•
発
展
を
図
る
た
め
、
伝
統
文
化
保
存

団
体
等
が
実
施
す
る
伝
統
文
化
の
保
存
、
活
用
の
た

め
の
事
業
を
支
援
す
る
。

②
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業

地
域
文
化

芸
術
創
造
活
動

文
化
政
策

文
化

国
語
は
国
民
生
活
に
直
接
関
係
し
、
我
が
国
文
化

国
匿
施
策

に
あ
る
。
文
化
庁
は
こ
れ
ら
の
創
造
活
動
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
観
点
に
立
ち
、
芸
術
創
造
活
動
の
活
性

化
の
た
め
の
環
境
の
整
備
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

m芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援

我
が
国
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
「
世

界
水
準
の
芸
術
家
」
「
世
界
に
誇
れ
る
日
本
映
画
・
映

像
」
「
世
界
に
羽
ば
た
く
新
進
芸
術
家
」
「
感
受
性
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
」
の
育
成
を
総
合
的
に
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
「
文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
」
に
よ
る

支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
に

お
い
て
も
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
の
運
用
益
な
ど
に

よ
り
、
安
定
的
・
継
続
的
に
多
様
な
芸
術
文
化
活
動

に
対
し
て
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

②
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
作
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
優
れ
た
作
品
の
顕
彰
、
発
表
お
よ
び

鑑
賞
の
場
を
提
供
す
る
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
」
、

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
造
活
動
に
役
立
つ
各
種

の
情
報
や
作
品
発
表
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
「
メ
デ

ィ
ア
芸
術
プ
ラ
ザ
」
(

h

ttp://p
laza.bunka.g
o.j
p
)
を

学
校
や
公
立
文
化
会
館
な
ど
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
優
秀
な
オ
ー
ケ
“
ス
ト
ラ
や
文
楽
等
の
舞
台
芸

術
や
伝
統
芸
能
に
じ
か
に
ふ
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

感
受
性
豊
か
な
人
間
と
し
て
の
育
成
を
図
る
。

3
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業

市
町
村
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
年
間
通
じ
て

多
様
な
機
会
に
多
種
の
文
化
に
ふ
れ
あ
い
体
験
す
る

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
す
る
モ
デ
ル

事
業
を
支
援
す
る
。

全
国
の
文
化
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
に

お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
環
境
醸
成
と
人
材
育
成
お

よ
び
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
文
化
活

動
の
活
性
化
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
学
校
の
文
化
活
動
の
推
進
」
や
全
国

規
模
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る
「
第
一
九
回
国
民
文
化

祭」
(

-

0

月
三
0
日
1
―
一
月
一
四
日
福
岡
県
）
、

高
校
生
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る
「
第

ニ
八
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
（
七
月
三
0
日

1
八
月
三
日
徳
島
県
）
を
実
施
す
る
。

①
「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
」
支

援
事
業

め
本
物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の

ヽ
~

確
保

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
得
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
文
化
芸
術
創
造

プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
新
進
芸
術
家
等
の
海
外
留
学
や

国
内
研
修
へ
の
支
援
、
海
外
の
新
進
芸
術
家
の
招
ヘ

い
、
新
進
芸
術
家
に
発
表
の
場
を
提
供
す
る
「
新
進

芸
術
家
の
発
表
の
機
会
の
確
保
」
、
世
界
水
準
の
指
導

者
を
海
外
か
ら
招
へ
い
す
る
「
優
秀
指
導
者
特
別
指

導
助
成
」
を
行
い
、
世
界
に
羽
ば
た
く
新
進
芸
術
家

の
養
成
を
図
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
現
代
舞
台
芸
術
の
拠
点
で
あ
る

新
国
立
劇
場
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
次
代
の
芸
術

界
を
担
う
、
創
造
性
豊
か
で
世
界
に
通
用
す
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
一
0
年
度
か
ら
オ
ペ
ラ
研

修
、
一
三
年
度
か
ら
バ
レ
エ
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

④
映
画
振
興
へ
の
支
援

映
画
は
国
民
の
多
く
に
支
持
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い

る
総
合
芸
術
で
あ
り
、
海
外
に
日
本
文
化
を
発
信
す

る
う
え
で
も
極
め
て
効
果
的
な
映
像
媒
体
で
あ
る
。

本
年
度
予
算
で
は
海
外
映
画
祭
へ
の
出
品
等
支
援
、

新
人
監
督
や
若
手
シ
ナ
リ
オ
作
家
の
作
品
の
製
作
支

援
、
子
ど
も
た
ち
が
映
画
館
等
で
映
画
を
見
る
機
会

の
増
大
の
た
め
の
普
及
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る。
文
化
庁
で
は
、
昨
年
四
月
に
「
映
画
振
興
に
関
す

る
懇
談
会
」
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
こ
れ
か
ら
の

日
本
映
画
の
振
興
に
つ
い
て
（
提
言
）
」
を
受
け
、

l

_
 

の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
変
化
や
社
会

の
進
展
に
応
じ
、
そ
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
適
切
に

検
討
し
、
必
要
な
改
善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
成
一
四
年
二
月
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
文

化
審
謙
会
に
対
し
、
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
国
語
力
に
つ
い
て
」
諮
問
さ
れ
、
文
化
審
議
会
国

語
分
科
会
で
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、
平
成
一
六
年
ニ

月
三
日
の
文
化
審
議
会
総
会
に
お
い
て
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
さ
れ
た
。
今
後
は
、
本
答
申
の
趣
旨
を
教

育
委
員
会
等
を
通
じ
て
各
学
校
に
広
く
普
及
・
啓
発

に
努
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

＇
、
＊
な
お
、
文
化
審
議
会
答
申
の
全
文
は
、
文
部
科
学
省
お

よ
び
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

ま
た
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
地
域
や
家
庭
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
、
相
手
や
場
面
に
応
じ
た
適
切
な
言

葉
遣
い
や
言
葉
に
よ
る
表
現
等
に
つ
い
て
、
各
界
の

著
名
人
等
を
講
師
に
招
い
て
、
親
と
子
が
と
も
に
参

加
し
、
語
り
合
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
言
葉

に
関
す
る
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
平
成
一
五
年
度
か
ら

は
「
『
言
葉
』
に
つ
い
て
考
え
る
体
験
事
業
」
と
し

て
、
参
加
者
の
範
囲
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
文
化
庁
で
は
、
国
内
外
の
日
本
語
学
習

者
の
増
加
や
多
様
な
日
本
語
学
習
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
日
本
語
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
平
成
一
五
年
度
か
ら
は
、
地
方
公
共
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
日
本
語
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

日
本
語
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
研
修
な
ど
を
行

う
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
・
推
進
事
業

を
行
っ
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
日
本
語
教
育
支

①
芸
術
家
等
の
養
成

引
き
続
き
実
施
す
る
。

62 
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①
文
化
財
保
護
制
度
の
改
善

著
作
権
施
策

②
「
円
滑
な
流
通
」
の
促
進

①
ア
イ
ヌ
関
連
施
策
の
推
進

m「
法
律
ル
ー
ル
」
の
整
備

①
文
化
財
の
保
存
修
理
等

宗
務
行
政

援
総
合
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
」
の
提
供
情
報

の
一
層
の
充
実
や
利
用
環
境
の
改
善
を
引
き
続
き
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
語
教
育
実
態
調
査
、
親
子
参

加
型
の
日
本
語
教
室
の
開
設
、
日
本
語
能
力
試
験
お

よ
び
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
に
お
い
て

日
本
語
教
育
に
係
る
調
査
研
究
、
日
本
語
教
員
の
研

修
、
教
材
開
発
等
を
行
っ
て
い
る
。

我
が
国
に
は
、
教
派
、
宗
派
、
教
団
と
い
っ
た
大

規
模
な
宗
教
団
体
を
は
じ
め
、
神
社
、
寺
院
、
教
会

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
、
多
様
な
宗

教
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
宗
教
法
人
数
は
、
約
一
八

万
三
0
0
0
)
。

宗
教
法
人
制
度
を
規
定
す
る
宗
教
法
人
法
（
昭
和

二
六
年
に
公
布
・
施
行
）
の
目
的
は
、
一
定
の
宗
教

団
体
に
法
人
格
を
与
え
、
自
由
で
自
主
的
な
活
動
を

行
う
た
め
の
し
く
み
を
設
け
る
こ
と
に
あ
る
。

平
成
七
年
の
宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
宗
教
法
人
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
事
務
所
備
付

け
書
類
の
所
轄
庁
へ
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

0
年
よ
り
本
格
的
に
始
ま
っ
た
が
、
不
活
動
法
人
を

除
い
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
宗
教
法
人
が
書
類
提
出

制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
書
類
提
出
制
度
に
よ
っ
て
、
所
轄
庁
は
宗
教

法
人
の
運
営
に
つ
い
て
継
続
的
に
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
不
活
動
宗
教
法
人
の
実
態
把
握

が
可
能
に
な
っ
た
。
不
活
動
宗
教
法
人
は
、
い
わ
ゆ

る
法
人
売
買
、
名
義
貸
し
な
ど
に
悪
用
さ
れ
社
会
的

①
史
跡
等
の
保
存
整
備
・
活
用

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
・
活
用
を
図
る
た

め
、
修
理
等
の
整
備
を
行
う
「
記
念
物
保
存
修
理
」

事
業
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
史
跡
等
の
保
存
の
た

め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
有
化
事
業
に
対
す
る

国
庫
補
助
の
充
実
を
図
る
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
が
困
難
な

個
人
住
宅
建
設
等
の
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
埋

蔵
文
化
財
保
護
と
開
発
事
業
と
の
調
整
の
円
滑
化
を

進
め
る
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ア

イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す

る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
に

関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

平
成
一
六
年
度
予
算
で
も
、
①
ア
イ
ヌ
に
関
す
る

総
合
的
か
つ
実
践
的
な
研
究
の
推
進
、
②
ラ
ジ
オ
講

座
、
弁
論
大
会
等
の
ア
イ
ヌ
語
の
振
興
、
③
文
化
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
実
践
上
級
講
座
等
の
ア
イ
ヌ
文
化

の
振
興
、
等
の
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

今
日
の
社
会
構
造
や
国
民
の
意
識
の
変
化
を
踏
ま

え
、
国
民
の
生
活
に
密
接
に
関
係
し
た
文
化
的
所
産

と
し
て
新
た
に
保
護
対
象
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
分

問
題
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
、

宗
教
法
人
制
度
全
体
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
を
損
な

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
文
化
庁
で
は
そ
の
整
理
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
関
係
者
の
一
層
の
理
解
と
協
力
を
得
、
引

き
続
き
宗
教
法
人
法
の
適
正
な
実
施
に
努
め
て
い
く
。

文
化
財
の
次
世
代
へ
の

継
承
•
発
展

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を

図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
き
重
要
な
文
化
財
に
つ
い
て
指
定
等
を
行

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
文
化
財
を
大
切
に
保
存
し
て

次
世
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
公
開
・

活
用
し
、
広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
次
の

よ
う
な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
宝
・
重
要
文
化
財
（
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
）

や
伝
統
的
建
造
物
群
を
適
切
に
保
存
し
、
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
、
計
画
的
な
保
存
修
理
実
施
の
充
実

を
図
る
。
特
に
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の

保
存
活
用
の
現
状
、
支
援
体
制
の
実
態
を
調
査
し
、

N
P
O
等
に
よ
る
実
践
的
研
究
を
実
施
し
、
効
果
的

な
保
存
活
用
を
図
る
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
す
る
。
ま
た
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸

品
）
等
を
火
災
や
盗
難
等
か
ら
守
り
、
保
存
管
理
の

野
や
、
保
存
お
よ
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必

要
と
さ
れ
る
分
野
へ
の
対
応
な
ど
、
文
化
財
保
護
制

度
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
平
成

一
四
年
ご
一
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
文
化
芸
術
の

振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
や
文
化
審
議
会
答

申
等
に
お
け
る
指
摘
を
踏
ま
え
、
今
国
会
に
お
い
て

「
文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
提

出

し

た

と

こ

ろ

で

あ

る

。

｀

具
体
的
に
は
、
棚
田
や
里
山
な
ど
、
人
と
自
然
の

か
か
わ
り
の
中
で
つ
く
り
出
さ
れ
た
「
文
化
的
景
観
」

を
新
た
に
保
護
の
対
象
と
し
、
国
は
都
道
府
県
ま
た

は
市
町
村
の
申
し
出
に
基
づ
き
、
特
に
重
要
な
も
の

を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
し
、
支
援
す
る
。

ま
た
、
鍛
冶
や
船
大
工
な
ど
、
地
域
に
お
い
て
伝
承

さ
れ
て
き
た
生
活
や
生
産
の
た
め
の
用
具
、
用
品
等

に
関
す
る
製
作
技
術
で
あ
る
「
民
俗
技
術
」
を
民
俗

文
化
財
と
し
て
新
た
に
保
護
の
対
象
と
す
る
。
さ
ら

に
、
開
発
等
に
よ
り
保
護
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
近
代
の
文
化
財
等
の
保
護
を
図
る
た
め
、
届
出
制

と
指
導
・
助
言
・
勧
告
を
基
本
と
す
る
緩
や
か
な
保

護
措
置
を
講
ず
る
登
録
制
度
を
、
従
来
の
建
造
物
に

加
え
、
他
の
有
形
の
文
化
財
（
建
造
物
以
外
の
有
形

文
化
財
、
有
形
民
俗
文
化
財
お
よ
び
記
念
物
）
に
も

拡
充
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど

情
報
化
の
進
展
は
、
著
作
物
等
の
利
用
の
在
り
方
に

大
き
な
変
化
を
及
ぽ
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
、
国
全
体
と
し
て
、
発
明
、
著
作
物

万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
展
示
や
体
験
学
習
機
能

を
加
え
た
整
備
事
業
を
実
施
し
、
多
様
な
保
護
・
活

用
を
図
る
。

防
災
に
関
し
て
は
、
木
造
で
燃
え
や
す
い
国
宝
・

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を
火
災
の
被
害
か
ら
最
小

限
に
防
ぐ
た
め
、
防
火
、
消
火
等
の
防
災
施
設
を
設

置
し
、
あ
わ
せ
て
周
辺
環
境
の
保
全
等
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
特
に
現
存
す
る
建
造
物
か

ら
移
動
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
の
も
の

に
対
し
て
防
災
管
理
に
万
全
を
期
し
、
防
火
、
消
火

等
の
防
災
施
設
の
充
実
を
図
る
。
さ
ら
に
、
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い
て
は
、
木
造
建
造

物
が
集
中
す
る
な
ど
、
一
般
地
区
に
比
べ
て
防
災
上

危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
防
災
施
設
の

整
備
を
図
る
。

我
が
国
の
伝
統
的
な
芸
能
や
工
芸
技
術
の
う
ち
、

芸
術
上
ま
た
は
歴
史
上
価
値
の
高
い
も
の
を
重
要
無

形
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、
こ
れ
ら
の
わ
ざ
を
高
度

に
体
現
し
て
い
る
保
持
者
（
重
要
無
形
文
化
財
保
持

賃
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
や
そ
の
団
体
が
行
う
後

継
者
養
成
・
技
術
錬
磨
の
た
め
の
経
費
を
補
助
す
る

と
と
も
に
、
保
持
団
体
に
つ
い
て
は
、
二
四
団
体
か

ら
二
五
団
体
に
拡
充
し
、
重
要
無
形
文
化
財
の
後
継

者
の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

ま
た
、
文
化
財
の
保
存
に
欠
か
せ
な
い
伝
統
的
な

技
術
・
技
能
で
あ
る
選
定
保
存
技
術
の
伝
承
者
養
成

事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
選
定
保
存
技
術
の
伝

承
者
の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

な
ど
の
「
知
的
財
産
」
を
重
視
す
る
機
運
が
高
ま
っ

て
お
り
、
平
成
一
四
年
一
一
月
に
「
知
的
財
産
基
本

法
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
一
五
年
三
月
に
は
、

内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
て
、
設
立
さ
れ
た
「
知

的
財
産
戦
略
本
部
」
で
の
議
論
の
結
果
、
同
年
七
月

に
は
、
「
知
的
財
産
の
創
造
、
保
護
及
び
活
用
に
関
す

る
推
進
計
画
」
が
決
定
さ
れ
た
。

文
化
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
応
す
る
た
め
、

□法
律
ル
ー
ル
の
整
備
、
②
円
滑
な
流
通
の
促
進
、

的
国
際
的
課
題
へ
の
対
応
、
田
著
作
権
教
育
の
充
実
、

、
,
'

、

'

Jほ
司
法
救
済
制
度
の
充
実
の
五
つ
の
分
野
に
整
理
し
、

著
作
権
施
策
を
総
合
的
に
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
情
報
化
の
進
展
等
に
対
応
し
、
送
信

可
能
化
権
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
お
い
て
無
断
で

送
信
さ
れ
な
い
権
利
）
の
付
与
な
ど
、
著
作
権
の
保

護
を
図
る
一
方
、
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
教
室
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
複
製
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
著
作
物
の
活

用
の
促
進
を
図
っ
て
き
た
。
平
成
一
六
年
一
月
の
文

化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
の
報
告
に
お
い
て
は
、
「
書

籍
・
雑
誌
の
貸
与
」
に
係
る
暫
定
措
置
の
廃
止
や
、

「
日
本
販
売
禁
止
レ
コ
ー
ド
」
の
還
流
防
止
措
置
の
法

整
備
が
提
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
、
著
作
権

法
の
改
正
案
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と

も
さ
ら
に
、
著
作
権
制
度
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て

。

>
<
 

著
作
物
の
円
滑
な
流
通
の
促
進
の
た
め
、
文
化
庁

は
以
下
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

②
伝
統
文
化
を
支
え
る
人
材
養
成
・
確
保

65 
64 
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m新
た
な
国
立
文
化
施
設
等
の
整
備

文
化
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

①
新
し
い
「
ピ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
の
開
発
を
支
援

日
本
発
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
国
際
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
「
着
メ
ロ
」
の
よ
う
な
新
し
い
「
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
「
流
通
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
著
作
物
の
創
作
や
流

通
の
促
進
を
支
援
す
る
た
め
に
、
著
作
物
の
資
産
評

価
の
方
法
や
そ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

②
「
契
約
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
支
援

著
作
物
の
円
滑
な
流
通
に
お
い
て
は
、
「
契
約
書
」

を
交
わ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
は
文

書
に
よ
る
明
確
な
契
約
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
契
約
書
の
開
発
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
だ
れ
で
も
簡
便
に
契
約
書
が
作
成

で
き
る
「
契
約
シ
ス
テ
ム
」
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

③
「
過
去
の
放
送
番
組
の
二
次
利
用
」
の
促
進

過
去
の
放
送
番
組
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
、

放
送
番
組
の
二
次
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
、
放
送
事

業
者
、
番
組
制
作
者
、
関
係
権
利
者
等
を
交
え
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

④
「
自
由
利
用
マ
ー
ク
」
の
普
及

著
作
者
が
、
自
分
の
著
作
物
を
他
人
に
使
っ
て
も

ら
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
場
合
に
、
そ
の
意
思
を
表

示
す
る
た
め
の
「
自
由
利
用
マ
ー
ク
」
を
昨
年
策
定

し
、
普
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
・

コ
ピ
ー
・
無
料
配
布
0
k」
「
障
害
者
の
た
め
の
非
営

利
目
的
利
用
0
k」
.
「
学
校
教
育
の
非
営
利
目
的
利
用

o
k」
の
三
種
類
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に

応
じ
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＊
詳
細
は
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(

h

tlp
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
a

g
o.j
p
/
j
i
y

u
ri
y

o)

を
参
照

推
進
し
、
著
作
権
に
関
す
る
教
育
・
普
及
啓
発
に
つ

い
て
一
層
の
充
実
を
図
る
。

＊
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
著
作
権
課
サ
イ
ト

(

h

t
t
p

:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
a
.
g
o
.j
p
/
l
 t

y

o
s
a
k
u
)

に
掲
載

①
「
司
法
救
済
制
度
」
の
充
実

著
作
権
等
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
権

利
者
自
ら
が
侵
害
の
事
実
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
う
著
作
物
の
利
用
形
態
の

多
様
化
に
し
た
が
い
、
権
利
侵
害
行
為
や
損
害
額
の

立
証
な
ど
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
五
年
通
常
国
会
で
は
、
権
利

者
に
よ
る
「
侵
害
行
為
の
立
証
負
担
」
を
軽
減
す
る

た
め
、
被
告
が
侵
害
行
為
を
否
認
す
る
場
合
に
は
、

被
告
自
身
が
自
己
の
行
為
の
具
体
的
態
様
を
説
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
制
度
や
、
権
利
者

に
よ
る
「
損
害
額
の
立
証
負
担
」
を
軽
減
す
る
た
め
、

新
た
な
「
損
害
額
算
定
制
度
」
を
導
入
す
る
法
改
正

が
行
わ
れ
た
。
今
通
常
国
会
に
は
罰
則
の
強
化
や
、

イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
手
続
き
の
改
善
、
秘
密
保
持
命
令

の
創
設
に
つ
い
て
、
改
正
法
案
を
提
出
し
て
い
る
。

国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
発
信
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
万
国
博
覧
会
の
万
博
美
術
館
を
活
用
し
て
設

置
さ
れ
た
国
立
国
際
美
術
館
は
、
竣
工
以
来
既
に
三

0
年
余
を
経
過
し
、
建
物
の
老
朽
化
等
の
理
由
に
よ

中
央
省
庁
等
改
革
で
の
独
立
行
政
法
人
制
度
の
創

設
に
伴
い
、
国
立
国
語
研
究
所
、
国
立
美
術
館
、
国

立
博
物
館
、
国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
平
成
一
三
年

四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研

究
所
、
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
、
独
立
行
政
法

人
国
立
博
物
館
、
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
に

移
行
し
た
。

国
立
美
術
館
・
博
物
館
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る

文
化
芸
術
の
創
造
、
交
流
、
発
信
の
中
心
的
拠
点
と

し
て
優
れ
た
美
術
品
等
を
多
く
の
人
々
の
鑑
賞
に
供

す
る
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
展
覧

会
、
講
習
会
、
美
術
品
等
の
情
報
の
提
供
な
ど
、
国

②
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
・
博
物

館
等
の
充
実

m「
国
際
的
課
題
」
へ
の
対
応

デ
ジ
タ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
伴
い
、

パ
ソ
コ
ン
一
台
あ
れ
ば
著
作
物
の
コ
ピ
ー
が
簡
単
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
著
作
物
が
国
境
を
越
え
て
大
量
に
流
通
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
応
し
た
適
切
な
海
賊
版
対
策
と
国
際
ル
ー
ル

の
構
築
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

①
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
海
賊
版
対
策
の
強
化

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
C

D
、
D

V
D
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
我
が
国
の
著
作
物
の
海

賊
版
が
大
量
に
流
通
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、

放
置
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

海
外
に
お
け
る
海
賊
版
の
生
産
・
流
通
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
我
が
国
の
権
利
者
が
迅
速
に
対
抗
措
置
を

講
ず
る
た
め
の
環
境
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
．

こ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
海
賊
版
対
策
に
つ
い

て
、
①
二
国
間
協
議
に
よ
る
侵
害
発
生
国
へ
の
取
り

締
ま
り
強
化
の
要
請
や
途
上
国
を
対
象
と
し
た
研
修

等
の
協
力
事
業
の
実
施
を
通
じ
た
、
侵
害
の
発
生
し

て
い
る
国
へ
の
政
府
の
取
組
の
強
化
、
②
我
が
国
の

権
利
者
向
け
の
手
引
書
の
作
成
な
ど
、
我
が
国
の
企

業
の
諸
外
国
で
の
権
利
行
使
の
支
援
、
③
官
民
合
同

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣
な
ど
、
官
民
の
連
携
の
強
化
の

た
め
の
関
係
施
策
を
積
極
的
に
講
じ
て
い
る
。

②
国
際
的
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
参
画
等

平
成
八
年
、
著
作
権
に
関
す
る
世
界
知
的
所
有
権

機
関
条
約
お
よ
び
実
演
及
び
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
世

界
知
的
所
有
権
機
関
条
約
が
採
択
さ
れ
る
等
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
お
よ
び
情
報
技
術
の
発
展
に
対

り
、
大
阪
府
吹
田
市
か
ら
大
阪
市
（
北
区
中
之
島
）

へ
新
築
移
転
し
、
平
成
一
六
年
―
一
月
に
新
館
が
開

館
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

福
岡
県
の
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
一
七
年
度
の
開
館
を
目
指
し
て
整
備
を
進

め
て
お
り
、
全
国
的
な
公
募
展
や
大
型
企
画
展
等
を

行
う
国
立
新
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
建
設
工
事
を
引

き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
平
成
一
八
年
度
の
開
館
を

目
指
し
て
管
理
・
運
営
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
一
六
年
一
月
に
国
立
劇
場
お
き
な
わ
が
開
場

し
、
沖
縄
伝
統
芸
能
を
中
心
に
本
土
・
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
芸
能
を
織
り
込
ん
だ
開
場
記
念
公
演
が
一

月
か
ら
三
月
ま
で
行
わ
れ
た
。
平
成
一
六
年
度
か
ら

は
、
公
演
事
業
は
も
と
よ
り
、
伝
承
者
養
成
、
芸
能

記
録
作
成
、
資
料
収
集
活
用
等
、
劇
場
の
事
業
を
本

格
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
立
劇
場
で
は
、
歌
舞
伎
、
能
楽
、
文
楽
、
演
芸

な
ど
の
伝
統
芸
能
を
原
作
を
尊
重
し
た
正
し
い
か
た

ち
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
伝
承
者
の
養
成
な
ど
の

事
業
を
実
旋
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
国
立
劇
場
で
は
、

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
現
代
舞
踊
、
演
劇
な
ど
の
現
代

舞
台
芸
術
の
公
演
、
実
演
家
等
の
養
成
な
ど
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

国
立
劇
場
お
よ
び
新
国
立
劇
場
の
設
置
者
で
あ
る
、

独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
は
平
成
一
五

年
一

0
月
に
特
殊
法
人
か
ら
独
立
行
政
法
人
へ
と
移

行
し
た
が
、
我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て
、

そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
よ

り
一
層
の
運
営
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
国
立
劇
場
本
館
、
国
立
演
芸
資
料
館
（
国

立
演
芸
場
）
、
国
立
能
楽
堂
、
国
立
文
楽
劇
場
、
新
国

①
国
立
劇
場
・
新
国
立
劇
場
の
運
営
の

充
実

④
「
著
作
権
教
育
」
の
充
実

応
し
た
著
作
物
保
護
の
国
際
的
な
議
論
が
進
ん
で
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
下
に
お
い
て
、
著
作
物

は
容
易
に
国
境
を
越
え
て
流
通
す
る
性
質
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に

両
条
約
の
早
期
締
結
を
働
き
か
け
る
。
ま
た
、
現
在

W
I
P
o
（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
視
聴
覚
的
実
演
や
放
送
機
関
に
関
す

る
新
条
約
の
議
論
を
推
進
す
る
た
め
に
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
著
作
物
の

創
作
利
用
手
段
が
急
速
に
拡
大
・
普
及
し
て
い
る
た

め
、
「
著
作
権
教
育
」
の
充
実
は
、
極
め
て
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
新
学
習
指
導
要
領
に
も
「
著

作
権
」
に
関
す
る
指
導
が
明
記
さ
れ
た
。
文
化
庁
で

は
従
来
か
ら
、
全
国
中
学
三
年
生
全
員
に
「
マ
ン
ガ
」

に
よ
る
解
説
書
を
配
布
し
た
り
、
著
作
権
講
習
会
の

開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
一
四
年
度
か
ら

「
著
作
権
学
ぼ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い

る。学
校
向
け
の
事
業
と
し
て
、
新
た
に
、
「
児
童
•
生

徒
」
を
対
象
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
解
答
す
る
学
習
ソ
フ

ト
の
開
発
・
提
供
、
「
教
員
」
を
対
象
に
「
教
職
員
向

け
講
習
会
」
の
開
催
（
全
国
二
か
所
）
、
教
員
が
児

童
•
生
徒
に
著
作
権
へ
の
関
心
を
高
め
た
り
、
理
解

を
深
め
た
り
す
る
こ
と
を
促
す
た
め
の
「
き
っ
か
け
」

の
例
を
紹
介
す
る
事
例
集
の
提
侭
‘
協
力
校
に
お
け

る
著
作
権
に
関
す
る
具
体
的
な
指
導
方
法
の
研
究
開

発
を
行
っ
て
い
る
。

平
成

l

六
年
度
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
施
策
を

民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
質
の
向
上
に

関
し
平
成
一
三
年
度
1
一
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
の

中
期
計
画
を
作
成
し
実
施
し
て
い
る
。
小
・
中
学
生

に
対
し
平
常
展
の
観
覧
料
の
無
料
化
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
て
い
く
な

ど
、
国
民
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
美
術
館
・
博
物
館
を

目
指
し
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

文
化
財
研
究
所
で
は
、
文
化
財
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
、
資
料
の
作
成
・
公
表
、
国
際
的
研
究
や
国
際

協
力
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
物
館
・
美

術
館
等
保
存
担
当
学
芸
員
等
に
対
す
る
研
修
の
実
施

や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
発
掘
調
査
に
つ
い
て
の
専

門
的
・
技
術
的
指
導
・
助
言
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
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国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
我
が
国
は
国
際
的
な
文

化
交
流
を
通
じ
て
世
界
の
人
々
の
相
互
理
解
を
増
進

し
、
国
際
平
和
と
自
由
な
世
界
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
魅
力

あ
る
文
化
を
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
に
お
け
る
日
本
お
よ
び
日
本
人
の
存
在
感
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
は
、
芸
術
家
・
芸
術
団
体
に

よ
る
国
際
交
流
の
支
援
や
海
外
の
文
化
遺
産
の
保
存

修
復
へ
の
協
力
に
加
え
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
著
名
な
文
化
人
・
芸
術
家
が
我
が

国
に
一
堂
に
会
し
、
講
演
、
討
論
を
行
う
「
文
化
庁

①
国
際
文
化
交
流
の
推
進

文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

立
劇
場
に
続
き
、
平
成
一
六
年
一
月
に
沖
縄
伝
統
芸

能
の
殿
堂
と
な
る
国
立
劇
場
お
き
な
わ
が
開
場
し
た
。

④
多
様
な
文
化
芸
術
情
報
の
発
信

国
立
博
物
館
等
が
収
蔵
す
る
文
化
財
・
美
術
品
に

関
す
る
情
報
、
国
立
劇
場
・
新
国
立
劇
場
の
公
演
等

や
国
公
立
の
文
化
施
設
等
に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
行
い
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

h

ttp:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
a
.
g
o.j
p
)
等
を
追
i
じ
て
情
報
提
供

を
行
う
。
ま
た
、
国
や
地
方
の
有
形
・
無
形
の
文
化

遺
産
に
関
す
る
情
報
を
国
内
外
に
積
極
的
に
公
開
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る
「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ

ン
構
想
」
を
推
進
し
、
文
化
遣
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
総
覧
の
実
現
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
ま
た
、
我
が

国
の
文
化
人
・
芸
術
家
を
海
外
に
派
遣
し
、
日
本
の

文
化
に
関
す
る
講
演
・
講
習
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

来
日
す
る
諸
外
国
の
著
名
な
芸
術
家
に
よ
る
学
校
訪

問
な
ど
を
行
う
「
文
化
庁
文
化
交
流
使
」
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

国
際
的
な
芸
術
文
化
交
流
の
推
進
を
図
り
、
も
っ

て
我
が
国
文
化
の
向
上
と
振
興
に
資
す
る
た
め
、
世

界
的
な
芸
術
団
体
・
芸
術
家
の
参
加
を
得
て
「
舞
台

芸
術
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に、

A
S
E
A
N
諸
国
等
と
の
二
国
間
交
流
の
推
進
、

オ
ペ
ラ
等
の
国
際
共
同
制
作
、
海
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
「
優
れ
た
芸
術
の
国

際
交
流
」
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
同
じ
く
「
文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
」
の
中

で
、
「
芸
術
家
奨
学
制
度
」
を
実
施
し
、
我
が
国
の
新

進
芸
術
家
に
海
外
で
の
研
修
の
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
海
外
の
新
進
芸
術
家
を
招
へ
い
す
る
。

③
文
化
財
の
国
際
交
流
・
協
力

世
界
の
優
れ
た
文
化
財
は
人
類
共
通
の
貴
重
な
遺

産
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
我
が
国
の
文
化
財
の

世
界
遺
産
へ
の
登
録
の
推
進
と
、
世
界
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
取
組
を
進
め
る
。

人
類
の
口
承
お
よ
び
無
形
遺
産
の
傑
作
を
た
た
え
、

そ
の
継
承
と
発
展
を
奨
励
す
る
ユ
ネ
ス
コ
「
人
類
の

口
承
及
び
無
形
遺
産
の
傑
作
の
宣
言
」
や
、
「
無
形
文

化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
の
早
期
締
結
な
ど
、

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
へ
の
取
紐

①
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

へ
引
き
続
き
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を
広
く
海
外
に
紹
介
し
、

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
日
本
古
美
術
品
に
よ
る

海
外
で
の
展
覧
会
を
実
施
す
る
。

本
年
度
は
、
中
国
国
家
博
物
館
（
北
京
）
に
お
い

て
、
『
日
本
名
宝
展
』
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
夏
以

降
に
は
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ホ
ル
ン
博
物

館
（
マ
ン
ハ
イ
ム
市
）
お
よ
び
マ
ル
チ
ン
・
グ
ロ
ピ

ウ
ス
・
バ
ウ
展
示
館
（
ベ
ル
リ
ン
市
）
に
お
い
て
、

『
日
本
の
考
古
ー
曙
光
の
時
代
」
（
仮
称
）
を
開
催
予

定
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財
修
復
に
対
す
る
協
力

に
つ
い
て
は
、
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
文
化
財
国
際
協

力
会
艤
」
（
座
長
二
乎
山
郁
夫
東
京
芸
術
大
学
学
長
）

を
開
催
し
、
報
告
書
が
平
成
一
五
年
八
月
に
文
化
庁

長
官
に
提
出
さ
れ
た
。
イ
ラ
ク
文
化
財
の
保
護
に
つ

い
て
は
、
平
成
一
五
年
八
月
一
日
に
ユ
ネ
ス
コ
と
共

同
し
て
、
東
京
で
「
イ
ラ
ク
文
化
財
保
護
国
際
会
議
」

を
開
催
し
た
。
平
成
一
六
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続

き
文
化
財
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
国
際
協
力
へ
の

取
維
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に
、
文
化
財
保
護
国
際

貢
献
事
業
と
し
て
、
文
化
庁
に
お
い
て
、
各
国
か
ら

の
要
請
等
に
応
じ
、
専
門
家
等
の
現
地
調
査
研
究
や

招
へ
い
等
を
行
う
。

さ
ら
に
、
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
文
化
財
国
際
協
力

会
議
」
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、
文
化
財
分
野
に
お
け

る
国
際
協
力
等
に
関
す
る
総
合
的
な
対
応
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
「
文
化
財
国
際
協
力
等

推
進
会
議
」
（
座
長
二
半
山
郁
夫
東
京
芸
術
大
学
学

長
）
を
開
催
す
る
。
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科学技術・学術審謙会資源調査分科会報告書
「文化資源の保存、活用及び創造を支える科学技術の振興」

かつては文化芸術も科学技術も同じ「art」と呼ばれていたが、文化芸術と科

学技術に分化したといわれており、今日、文化芸術すなわち文化資源と科学技

術を再び融合して新しい価値をつくり出していくことが期待されております。

一方、「文化芸術の振興に関する基本的な方針」でも、文化財等の保存およ

び活用について科学的な調査研究の成果を生かした取組を推進すること等がう

たわれております。

こういった背景から、科学技術・学術審議会資源調査分科会では、文化芸術

と科学技術の再融合を目指して、「文化資源の保存、活用及び創造を支える科

学技術の振興」について調査審謙し、 2月19日に報告書を取りまとめました。

その提言のポイントとしては、

①「文化資源の保存を支える科学技術の振興」については、遠隔探査など文化

資源の探査のための研究開発、放射性炭素年代測定など文化資源の科学的年

代測定のための調査研究、先端技術と文化芸術の融合による文化資源の科学

的分析のための調査研究、有形文化資源の保存修復技術の研究開発等を推進

することを提言しております。

②「文化資源の活用を支える科学技術の振興」については、人工現実感技術、

いわゆるバーチャルリアリティの技術による文化資源の保存・展示を推進す

ることを提言しております。

③「文化資源の創造を支える科学技術の振興」については、日本の魅力を高め

る観点からのメディア芸術関連技術の振興等について提言しております。

また、今後の課題として、関係機関と産業界の一層の交流・協力、文化芸術

と融合させた科学技術等を掲げております。

今後は、この報告書を、第3期科学技術基本計画に向けて、「文化芸術と科

学技術」について譜論をするきっかけとしたいと考えております。

報告書は、文部科学省ホームページ (http://www.mext.go.jp/b_menu
/shingi/gijyutu/gijyutu3/index.htm) に掲載されているほか、国立印刷局から刊

行物として発行されております。

▽
四
月
は
入
学
、
入
社
の
季
節
で
す
。
仮
庁
舎

の
あ
る
丸
の
内
界
隈
で
も
「
新
人
」
と
い
っ
た

雰
囲
気
の
方
を
見
か
け
ま
す
。
新
社
会
人
の
皆

様
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
直
面
し
ま

す
が
、
自
分
ら
し
さ
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
目

標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
こ
の
季
節
は
ス
ギ
花
粉
が
飛
散
す
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
冷
夏
の
影
響
か
ら
今
年

は
例
年
に
比
べ
花
粉
の
量
は
少
な
い
よ
う
で
す

の
で
花
粉
症
の
方
に
と
っ
て
は
い
く
ぶ
ん
過
ご

し
や
す
い
「
春
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
い
よ
い
よ
、
八
月
に
は
ア
テ
ネ
五
輪
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
競
技
で
日
本
人
選
手

編

集

後

記

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
開
催
が
と
て
も
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。
な
お
、
本
誌
七
月
号
で
も

開
催
記
念
の
特
集
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▽
さ
て
、
今
月
号
で
は
平
成
一
六
年
度
の
「
文

教
・
科
学
技
術
施
策
の
進
展
」
を
特
集
し
て
お

り
ま
す
。
教
育
、
科
学
技
術
、
学
術
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
ポ
イ

ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

▽
本
誌
の
編
集
担
当
と
し
て
二
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
後
も
誌
面
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願

い

い

た

し

ま

す

。

（

谷

）
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